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研究成果の概要（和文）：三次元空間における注意配分の形状とその変化を検討した．大規模空

間内での観察者動態と静態の結果の比較から，静態と動態で注意配分の形状が変化し得ること

が示され，三次元空間における動的な注意配分である柔軟性が明らかになった．また，直接対

象を観察する場合よりも，鏡を介して対象を観察する場合には反応時間が遅延した．このこと

は，鏡を利用して後方を観察する場合には前方を直接観察する場合とは異なる参照枠を利用し

て空間表象を形成する可能性が示された． 
 
研究成果の概要（英文）：Allocation of attention in three-dimensional (3D) space and its 
change in shape were investigated. Results when observers are static and moving 
situations indicates that attention might change its shape, a dynamic aspect of plasticity of 
attention in 3D was revealed. Furthermore, in real 3D space, reaction times were slower in 
the mirrored space condition than in the real space condition. Although attention was 
controlled in both conditions, different spatial frames of reference might be used in the 
mirrored space condition. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 従来の注意研究ではディスプレイを用い
た二次元平面上において注意の形状，すなわ
ち有効視野が検討されることが多く，これま
でに多くの知見が蓄積されてきた．ところが，
人間の行動空間である三次元空間内での有
効視野研究については立体視による仮想空

間を用いた研究がいくつかある程度である
（Andersen & Kramer, 1990;1993, Previc 
& Blume,1993）．それに対して，実際空間で
は主に空間的注意の移動特性が検討されて
きたものの，三次元空間内において注意がど
のような形状でもって配分されているのか
という点についての詳細は明らかではない． 
 現実空間を利用した大規模な三次元空間
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における注意機構を明らかにするためには，
従来までのような注意移動の検討だけでは
なく，注意配分がどのような形状をしている
のかという有効視野特性について検討する
必要がある． 
 そこで，本研究ではノイズ刺激の提示によ
る主課題への干渉という手法（e.g.,Eriksen 
& Eriksen, 1974）が用いた注意配分型の検
討を行った．この手法では，ノイズによる干
渉の程度が問題となり，干渉が大きいほど注
意が向けられていることを示すものである．
このようなノイズによる主課題への干渉程
度を指標として，現実空間内における注意形
状，すなわち三次元空間内での有効視野形状
について検討を行った． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では空間内に配分された注意はど
のような形状であるのかという，三次元空間
内における有効視野の形状を明らかにして
いくことを目的とした．具体的には，大規模
な実空間内で認知的な課題を行う時に注意
がどのような様式で配分されるのかを明ら
かにし，効率的な情報処理の促進に寄与する
ことである． 
 この時に，次の 2 側面から注意特性に接近
した．すなわち，（1）観察者静態と動態での
三次元有効視野特性の検討により，効率的に
情報を処理するために動態と静態で有効視
野の様式にどのような違いがあるのかを明
らかにすることと，（2）日常的場面を想定し
た実際場面への提言を目指した検討として，
鏡を介した後方空間観察と通常の前方観察
の違いによって，三次元空間での注意配分が
異なるかどうかを比較することである． 
 得られた知見より，例えば車載機器や工場
といった情報提示機器が用いられる場面に
おいて，安全で効率的な情報提示手法に対す
る貢献を目指した． 
 
３．研究の方法 
 
 従来，三次元空間における注意研究では主
に先行手がかりパラダイム（Posner et 
al.,1978; 1980）が用いられることが多かっ
たが，本研究では先行手がかり法ではなく，
ノイズによる干渉の程度を指標とする干渉
パラダイムを用いて注意配分の形状を明ら
かにしていく．この方法は二次元平面
（Eriksen & Eriksen,1974）や，立体視によ
る仮想空間(Andersen ,1990; Andersen & 
Kramer,1993)では用いられてきたものの，大
規模な実際空間内での検討はなく，実際に干
渉がどのように生起するのか，また干渉がど
の程度の範囲まで及ぶのかといった基礎的
検討が注意機構の理解をする上で重要であ

る． 
 このような手法によって，三次元空間にお
ける有効視野様式における変化を検討した．
具体的には，観察者静態と動態という２つの
条件を用いることで，観察者が置かれた状況
によって有効視野様式がどのように変化す
るのかという点を明らかにする．このことは，
三次元空間内における人間の行動が認知処
理にどの様な役割を有しているのかを明ら
かにするものである． 
 全長約 8m の奥行き注意実験装置を用いて
刺激を提示した．固視点が観察者から 120cm
の位置に提示され，手前 2 箇所と奥 2 箇所，
固視点と同じ位置に視覚刺激が提示された．
試行開始 1000ms 後，固視点に０の文字が
1000ms～2000ms 間ランダムで提示された．そ
の後，固視点の位置に標的刺激(U または逆
U)が提示された．標的刺激と同時のタイミン
グで手前，奥，同じ位置のいずれか 1ヶ所に
妨害刺激(Uまたは逆 U)が 200ms の間提示さ
れた．課題は，固視点に現れる標的刺激の形
状を弁別して適切なボタンを押すことであ
った．妨害刺激には Compatible 条件と
Incompatible 条件の 2種類があった．すなわ
ち，Compatible 条件では，ターゲットと同じ
形状の刺激が提示され，Incompatible 条件は
標的刺激と異なる形状が提示された．静態実
験に 10 名，動態実験に 7名が参加した． 
 また，日常場面における具体的な行動を想
定した検討を行うために，鏡を介した後方空
間を観察する場合の注意配分型と，通常の前
方観察を行う場合の注意配分型の検討を行
った．このことは，異なる状況における注意
による情報獲得の効率性を同一の実験パラ
ダイムを通じて明らかにすることとなる．こ
のような研究手法によって，日常場面で頻繁
に遭遇すると考えられる状況で，有効視野の
形状がどのように変化して認知処理を実現
しているのかを検討した． 
 直接観察条件時には，実験参加者の正面の
空間に刺激が配置された．鏡を介した観察条
件時には実験参加者は直接観察条件とは逆
向きに鏡に向いて着席し，後方空間を観察し
た．5名が実験に参加した．実験参加者がテ
ンキーのボタンを同時に押すと試行が始ま
り，500ms 後に固視点（赤と緑）が提示され，
実験参加者は固視点を凝視するよう教示さ
れた．1000～1500ms 後のランダムなタイミン
グで固視点の一方が消え，他方は提示された
ままとなった．課題は提示されたままの刺激
の色を弁別することであった．また，この時，
同時に手前か奥の異なる奥行き位置にノイ
ズ刺激が 100ms 呈示されたが，実験参加者は
無視するよう教示された．さらに，ノイズ刺
激の提示がない試行もあり，これを反応時間
におけるベースラインとした． 
 



 

 

４．研究成果 
 
（1）観察者静態と動態による有効視野（注
意配分型）の比較 
 
 従来の注意研究は実験参加者が静止した
状態で観察することが多いが，実験参加者が
前方に移動しながら視覚刺激を観察する条
件が設けられた．  
 結果，静態でも動態でも Compatible 条件
よりも incompatible 条件の方が反応は遅延
することが明らかになった．このことは，2
次元平面での Eriksen & Eriksen (1974)や立
体 視 に よ る 仮 想 空 間 で の Andersen 
(1990),Andersen & Kramer (1993)と同様に，
標的刺激とノイズ刺激における情報の適合
性の違いによって，主課題が受ける干渉の程
度が異なることを示している．  

Figure 1 静態時におけるノイズの位置ごと
の平均反応時間 

Figure 2 動態時におけるノイズの位置ごと
の平均反応時間 
  
 ところが，標的刺激とノイズ刺激の間にお
ける整合性の影響は，静態と動態では異なる
様相が示されている．すなわち，静態時では
奥側で整合性による反応時間への影響がみ
られる傾向であったのが，動態時では逆に手
前側で整合性による反応時間への影響が見
られる傾向となっている（Figure1，2）． 
 これらのことは，静態と動態で干渉の効果
に違いがあることを示すものであると同時
に，観察条件が異なることによって注意配分
の形状が変化し得ることを示唆している．こ
れは，三次元空間において注意が配分される
際の柔軟性を示す知見であり，自己の運動が
認知処理に及ぼす影響が明らかにされた．今
後，さらに詳細にこの点を検討していく必要

性が強く示された． 
 
（2）鏡を介した後方空間観察と前方への直
接観察における注意配分の比較 
 
 直接観察した場合，鏡を介して観察した場
合のいずれの観察条件であってもノイズ刺
激による主課題への干渉は見られなかった．
これは観察者がノイズ刺激への注意配分を
抑制できたことを示しており，三次元空間で
注意を制御して主課題と分離できたことを
示唆する．ただし，研究（1）とは異なり，
ノイズ刺激の情報と標的刺激の情報におい
て，整合性の有無（compatibility）を条件
として設けていないため，この点は今後の検
討が必要となる． 
 鏡を介した観察の場合，直接観察する場合
よりも反応時間が遅延した（Figure 3）．こ
の遅延は追加の実験によって，観察の状況が
直接か，鏡を介しているかで異なることによ
るノイズ刺激の刺激強度の違いに起因する
ものではないことが確認された．これらのこ
とから，直接空間を観察する場合と鏡を介し 

Figure 3 固視点位置での色弁別課題に対す
る平均反応時間  
 
た空間を観察する場合では，注意配分の際に
利用される空間参照枠の相違点がみられる
可能性がある．我々は日常生活において，自
動車の運転時のように鏡を介して空間を観
察する場合も多々あることから，本研究で得
られた知見は例えばバックモニタのような
後方の情報を獲得するためのデバイス利用
と従来の鏡を用いた後方視認時の注意の働
きなどを考える際に有用な知見となり得る． 
 
（3）まとめ 
 
 本研究課題の実施によって，大規模な三次
元空間内における注意配分の形状がどのよ
うに機能するのかについての一端が明らか
にされた．また，観察者の動態と静態によっ
て空間内での注意がどのように変化するの
か，また，注意が持つ柔軟性が示された．こ
れらのことは現実生活において我々がどの
ように情報獲得を実現しているのかについ
てのさらなる理解に貢献するものである．ま
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た，鏡を利用した事態を設定することによっ
て，より日常的な場面の注意特性の理解を目
指した新たな研究へ展開することが可能と
なった． 
 同時に，研究結果からはさらなる課題も導
出されたため，我々の行動を伴う認知処理に
おける安全性と効率性の両立を目指し，今後
さらに研究を進めていく必要がある． 
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